
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1954年生。武蔵大学教授。NHKでドキュメン

タリー・教養番組を制作。著書『ヒロシマを伝え

る』『NHKと政治権力』『奄美の奇跡』『ベンシャ

ーンを追いかけて』など。ドキュメンタリー映画 

『命かじり』『闇に消されてなるものか』の監督。 

表現の不自由展委員。高木仁三郎市民科学 

基金理事、現在『原爆と俳句』を執筆中。 

りそな銀行 

マルイ 

足立成和信用金庫 

千住警察署 

天空劇場  

「ジャニーズ」問題を契機に、これを隠蔽し続けたテレビ局の姿勢に大きな批判が起こっています。他方で、 

問題発覚後は「ジャニーズ問題」を大々的に取り上げる一方で、他の重要な問題は片隅に追いやられた 

ままと言う状態です。国民の「目や鼻」となって国民の知る権利に応えるべきテレビや新聞などのメディア 

は、その本来の役割を果たせているとは思えません。そんなメディアの実態や、なぜそうなったか、また 

本来の役割を果たすメディアをどう作って行ったらよいのか。ご一緒に考えましょう。 

  


